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1冷1蔵庫1厖めるもので骨骨っこ何かつくる
～深ら1学ぴ②l実現,に向〔|十て、かかゎら]やつ6から]厖気つくことを大切厖ける～

校長 吉岡 光弘
変わ りやすい秋の天気に翻弄される中で したが、無事にスポーツフェスティバルを開催するこ

とができて本当によかったです。様々なご準備、ご協力を心か ら感謝申し上げます。
さて、スポーツの秋から食慾の秋に話題を移 します。昔も今も「冷蔵庫にあるもので、ササっ

と何か作れる」とい うのは、料理上手の条件の一つではないでしょうか。 しか し、この作業、レ
シピ通 りに料理をつ くるとい うことと比べると、かな り高度で、料理の知識 と経験、そ してセン
ス等がないとできないと言われています。その思考過程を整理すると、まずは、「夕飯を作る」と
い う大きな目標があり、それを達成するためにメニューを考えるところから始まります。そこ
で、冷蔵庫に何があるかを考え、○○と△△、それ と◇◇があるので、☆☆をつくろうと決め
て、作業を進めます。料理をする方ならわかると思いますが、献立まで決まれば、ほぼ作業は終
わったと言っても過言ではあ りません。後は、 レシピに従って淡々と作業を進めていくだけで

す。この作業において、仕入れたものを、冷蔵庫内にどう整理 しておくかが、大切な要素の一つ

だと言えます。

この冷蔵庫にあるもので料理を作る過程が、現在本校が 目指 している児童が主体的に取 り組む
問題解決型の学習の過程 と似ているのはないかと感 じています。与えられた課題を解決するため
に、既習事項を生かして解決する。私は子供たちに、学習内容の横のかかわ りや縦のつなが りに
気づき、自分がこれまで獲得 してきた知識や技術を存分に生か して、解決 してほしいと伝えてい

ます。教師も、このような児童の気づきを大切に、より深い学びにつなげていきたいと考え、授
業の導入やカ リキュラム等を工夫 して、 日々授業改善に取 り組んでいます。

さらに 「冷蔵庫にあるので、ササっと何か作る」の思考の過程は、総合的な学習の時間の思考
過程に近いのではないかとも考えています。例えば 「地域」「環境」「福祉」など大きな目標設定
があり、それに自分の知識、経験等をフル稼働 して、自分の課題を設定 し、課題解決を図ってい

く。実は、この課題づくりとい うのが、一番大切で難 しい過程です。ここを疎かにして、手を抜
いた り、あわてて しまった りすると後の活動で、行き詰まって しまった り、飽きて しまった りし

てしまい、かえって大変になってしま うことがあ ります。また、子供たちは、この自分が設定 し
た課題の解決にも、自分の知識や経験を生かしていきます。 この場合も料理の時と同じように、
子供たちがそれまで、どれ くらい課題を解決するまでの道の りを意識 して、知識や技術の獲得

(イ ンプッ ト)を してきたかも大切な要素になってきます。このよう.に して、子供たちは、小学
校で様々な知識・技能、思考力、学び方を身に付け、これから進学する中学や高校、大学等で、

それを生か して、さらに学びを深める正のスパイラルの中で成長 していきます。

冷蔵庫にある残 り物を、料理のアプ リに入力すると、数えきれない程のレシピを紹介 してくれ

ます。ですから、人の知識や経験等はいらないのではないかとい う考えも浮かんできます。昨年
から話題になっている ChatGPT(AI)の 活用でも、同じような議論がされていますが、私はやは り

人間の知識 と経験に基づいた思考力は最後まで必要だと思っています。アプ リで紹介 されたたく
さんのレシピの中から、その 日の季節や雰囲気に合った、家族が喜びそ うな料理を選ぶことがで

きるのは、現時点はまだ、人間だけなんだろうなと考えています。


